
順
位

進
捗
状
況

評
価

部課名 生涯学習部生涯学習総務課

課の使命
・生涯学習部の総務担当課として、事務事業の執行計画の調整・進行管理、連絡調整等を行い、組織が適切に運営できるようにします。
・町田市固有の歴史資源の保護・維持・管理に努め、市民がそれらに触れられる機会・場所の提供及び情報を発信することにより、市民が郷土への理解と愛着を深められるようにします。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

①8月に整備工事契約を締結し、9
月下旬から整備工事に着手しまし
た。

②民有文化財の修繕実施状況
・妙福寺本堂と祖師堂の修繕に7月
から着手しました。
・青木家屋敷の修繕については、
当初9月から開始する予定でした
が、工事内容を調整の上、11月か
ら修繕に着手することとしました。
・清水寺アカガシ群落のナラ枯れ
防除対策については、5月と8月に
防除対策（薬剤散布）を実施しまし
た。その結果、防除対策を実施した
樹木からは、カシノナガキクイムシ
の被害と思われる症状は発生して
いません。

③-1 妙福寺本堂及び祖師堂の修
繕概要について、市ホームページ
と自由民権資料館のX（旧Twitter）
で紹介しました。

③-2 6月に近隣の小・中学生及び
来館者から、愛称候補の募集を行
い、その中から7月に5つの愛称候
補を選定しました。7/22～9/3「町
田のおカイコさん」展において、愛
称候補を掲示し、来館者に好きな
愛称を選びシールを貼ってもらいま
した。その結果、308件の投票があ
り、最も投票数の多かった「まちれ
き」（153件）を自由民権資料館の愛
称に決定しました。

①12月下旬までに整備
工事を完了させ、1月か
ら一般公開を開始しま
す。

②民有文化財の修繕実
施予定
・妙福寺本堂の修繕につ
いては、2月に修繕が完
了します。
・妙福寺祖師堂の修繕に
ついては、11月に修繕が
完了します。
・青木家屋敷の修繕につ
いては、3月に修繕が完
了します。

③-1 高ヶ坂石器時代遺
跡の整備状況を市ホー
ムページ等で紹介しま
す。

③-2 11月3日の開館記
念日に合わせて、自由
民権資料館の愛称の使
用を開始します。PRも兼
ねて、「まちれき」を印字
した缶バッチの販売を館
内で開始する他、ホーム
ページ、SNS等でも愛称
の周知を行います。

①高ヶ坂石器時代遺跡（牢場遺跡）の未整備
部分の工事を完了し、2月から一般公開を開
始、3月に講演会を含む見学会を実施しまし
た。

②民有文化財の修繕（妙福寺本堂銅板屋根
葺き替え、妙福寺祖師堂天井板等修繕、青
木家屋敷茅葺屋根葺き替え、清水寺アカガシ
群落ナラ枯れ防除対策）について、修繕が完
了しました。

③-1 遺跡や文化財の整備・修繕状況を市の
ホームページやX（旧Twitter）で紹介するとと
もに、観光まちづくり課の「スマホと歩こう！ま
ちだウォーキングラリー」と連携した結果、多く
の文化財がウォーキングスポットとなり、PRに
つながりました。また、三多摩移管に関する取
材対応時や小中学校への出張授業の際に町
田デジタルミュージアムや町田の歴史・自由
民権運動に関するPRを行いました。その結
果、町田の歴史に関する新聞記事やインター
ネット等への掲載数は14件で、町田デジタル
ミュージアムの閲覧数は対前年度比45％増の
54万件となり、より多くの方に町田の歴史に触
れていただくことができました。

③-2 夏休み期間中（7/22-9/3）に開催した自
由民権資料館「町田のおカイコさん」展におい
て、近隣の小・中学生から募った愛称候補5つ
のうちひとつを来館者に選んでいただいた結
果、「まちれき」（153票）が最多となり、愛称に
決定しました。愛称の募集・投票に関する広
報を積極的に行った結果、観覧者1,708人に
占める20歳以下の割合は40％となりました。そ
の後、 11月3日の開館記念日に合わせて、PR
チラシ、ホームページ、SNS上で愛称決定の
周知を行うとともに、「まちれき」を印字した缶
バッチの販売を館内及び町田ツーリストギャラ
リーで開始しました。

①整備完了

②修繕完了

③-1　3事業

③-2　愛称の
決定

①整備完了

②修繕完了

③-1　3事業

③-2　愛称の
決定

○ C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

①②市有・民有とも
に、指定文化財に
ついて、適切な維
持管理を図るととも
に計画的な修繕を
実施していく必要が
あります。

③-1 文化財の大
切さを伝えるため、
引き続き修繕や整
備状況について積
極的にホームペー
ジ等で情報を発信
します。また、市民
が町田の歴史に触
れる機会を持てるよ
う効果的な提供方
法を検討し実施しま
す。

③-2 自由民権資
料館の愛称のロゴ
を作成し、企画展
等で使用し幅広い
世代に愛される施
設を目指します。

1

個
別
計
画

町田の歴史資
源の保存とPR

①高ヶ坂石器時代遺跡（牢場遺跡）の未整備部分
の整備を実施します。

②民有文化財（妙福寺本堂・祖師堂、青木家屋
敷、清水寺アカガシ群落）の修繕が適切に行われ
るように支援します。

③上記①②の整備状況をホームページで紹介す
る他、夏休み期間中に自由民権資料館と三輪の森
ビジターセンターで行う子ども向けの展示の広報な
どを通じて、町田の歴史の魅力を市民に伝えるた
めのPRを重点的に実施します。また、市民に愛さ
れる自由民権資料館を目指し、自由民権資料館の
愛称を募集し決定します。

①未整備部分の整備

②民有文化財の修繕実
施

③-１ PRの実施数

③-2 愛称の募集と決定



順
位

進
捗
状
況

評
価

年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

3 -
考古・歴史・民
俗資料の整理

①資料の保管環境の整備や資料のデジタル化に
ついて検討を行い、今後のスケジュールを作成しま
す。

②新たな「町田市史」編さんの際に重要となる、自
由民権資料館所蔵の史料の整理を進めます。

①検討実施

②新たな「町田市史」編
さんのための重要史料
群の整理率

①スケジュー
ルの作成

②55.0％

○

2

個
別
計
画

町田の歴史を
学ぶ機会の充
実

①2022年度に本格実施した小中学校向け「出張歴
史授業」の内容を更新します。また、2022年度に展
示をリニューアルした自由民権資料館と考古資料
室の他、市内各所の遺跡等を活用した授業プログ
ラムを新たに作成し、小中学校に周知・実施しま
す。プログラムは、「町田デジタルミュージアム」と連
動させ、デジタルとリアル両面からのアプローチを
図ります。

②地域の歴史や史料の面白さを伝えるための市民
向け歴史講座を、若い世代やはじめての方でも興
味を持ってもらえるよう、リニューアルして実施しま
す。

③町田の歴史を学ぶことができるデジタルコンテン
ツの作成内容の検討を行い、2024年度実施する内
容を決定します。

①新規授業プログラム作
成数

②-1 歴史講座の新規利
用者率

②-2 歴史講座の50歳以
下の利用者率

③デジタルコンテンツ作
成内容の検討

①3プログラム

②-1　40％以
上

②-2　30%以
上

③デジタルコ
ンテンツ作成
内容の決定

○

①学校側のニーズを把握するため
小中学校に聞き取り調査を行いま
した。調査を参考に、授業プログラ
ムの見直し及び追加などを検討し
ました。

➁-1 8月末時点での歴史講座を33
回開催し、新規利用者率は43％で
した。

➁-2 歴史講座の前期講座50歳以
下の利用者率は20％です。

③小・中学生や若い世代を主な
ターゲット層として、他施設の魅力
あるコンテンツを参考に、手軽に活
用できるデジタルコンテンツの検討
を行っています。

①更新した授業プログラ
ムを小中学校へ周知しま
す。

➁引き続き、後期分の歴
史講座を実施します。

③検討案の中から2024
年度実施するデジタルコ
ンテンツを決定します。

①小中学校向け出張授業のプログラムを校長
会・副校長会及びボランティアコーディネー
ターを通じて周知しました。実際に土器に触
れたりデジタルミュージアムを活用するなど、
小中学校向け出張授業を29件実施しました。
これらを踏まえ、出張授業の内容を見直して、
「施設見学プログラム」、「遺跡等見学プログラ
ム」「町田の歴史プログラム」を新規に追加しま
した。更改した小中学校向け出張授業プログ
ラムをホームページに掲載しました。

②市民向けの歴史講座を「まち歴講座」として
リニューアルし、アウトリーチ主体で薬師池公
園、国際版画美術館などを会場に、スタートさ
せました。「古代の町田は武蔵野国？それとも
相模の国？」「被災した紙資料を救う！文化
財レスキュー体験ワークショップ」「めかい体験
講座」など、合わせて29件の講座を実施しまし
た。

③2024年度に作成するデジタルコンテンツと
して、「町田の養蚕について」の授業で使用す
る動画及び自由民権資料館の企画展の図
録・講演会記録のデジタル版を作成すること
を検討・決定しました。

①3プログラム

②-1　45.0％

②-2　23.4%

③デジタルコ
ンテンツ作成
内容の決定

B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

①更新した授業プ
ログラムを校長会・
副校長会、ボラン
ティアコーディネー
ター等を通じ周知
し、出張授業を実
施します。

②市民向けの「まち
歴講座」について、
新規の受講生も参
加しやすくするな
ど、内容を更新して
実施します。

③デジタルコンテン
ツを作成し、デジタ
ルで町田の歴史が
学べる機会を増や
します。

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

①今年度の検討結
果やスケジュールを
ふまえて、引き続
き、資料の適切な
保管環境の整備を
進めていきます。ま
た、自由民権資料
館と三輪の森ビジ
ターセンターの保
管環境の整備も検
討します。

②重要史料群の整
理を進めます。

①考古資料の保管環境について
検討し、5ヵ年で考古資料室の整備
を行うスケジュールを作成しました。
資料のデジタル化については、緊
急性のある考古資料に関するフィ
ルム等をまずは対象とすることとし、
どのくらいの数量があるのか現状を
確認しています。

②新たな「町田市史」編さんのため
の重要史料群の整理を進め、重要
史料群の整理率は51.2％となりまし
た。

①資料のデジタル化に
ついては、引き続き現状
確認を行い、確認結果
に基づき今後のスケ
ジュールを作成します。

②引き続き重要資料群
の整理を行います。

①考古資料の保管環境について検討し、考
古資料室の整備を5ヶ年で行うスケジュールを
作成しました。資料のデジタル化については、
まずは緊急性のある考古資料に関するフィル
ム等を対象とすることとし、現状を確認した上
で、今後のスケジュールを作成しました。

②重要史料群の整理を目標どおり進めまし
た。新しく整理した史料の一部を資料館の展
示でも活用しました。

①スケジュー
ルの作成

②55%



順
位

進
捗
状
況

評
価

年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

A

A:当初の
目標を大
幅に上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

引き続きオンライン
会議の実施及び会
議資料の電子デー
タ共有を進め、紙
資料の印刷を削減
します。

引き続き、各取り組みを
徹底し、資料作成に係る
事務量及び紙媒体での
資料印刷の削減を進め
ます。

附属機関の会議や労働安全衛生委員会の研
修会など、オンライン参加可能な会議等の開
催及び会議資料の電子データによる共有を
行いました。
また、刊行物など印刷物の作成にあたって
は、その必要性等を十分に精査し、必要最低
限の部数に徹底しました。
この他、PTAの活動紹介をする「のぞいてみよ

う🔍町田のPTA」の作成や学校施設活用の検

討に関わるアンケート調査では、Grafferや
Googleフォームなどデジタルを活用した回答
手法を用いました。
これらの取り組みにより、紙資料の印刷枚数
は35,944枚（2022年度比45.6%減）となり、目標
を上回ることができました。

35,944枚
（2022年度比
45.6%）

4 -
生涯学習推進
体制の強化

生涯学習推進体制の強化を図るため、「社会教育
委員」と「生涯学習審議会」について、それぞれの
役割を整理します。

附属機関の整理・統合

各附属機関の
役割の整理、
附属機関委員
からの意見聴
取

○

社会教育委員の連絡会を開催し、
「社会教育委員」と「生涯学習審議
会」のそれぞれの役割の違いなど
について、意見交換を行いました。
また、今後の役割整理について、
事務局案を検討しました。

社会教育委員からの意
見を踏まえつつ、他自治
体における社会教育委
員の状況等の調査を行
い、今後の役割について
の素案を作成します。

・他自治体の状況を調査するとともに、社会教
育委員と生涯学習審議会のそれぞれの役割
やあるべき姿等について整理・検討し、生涯
学習及び社会教育についての審議をより効
果的に行うことができるよう両機関を統合する
案を作成しました。

・この統合案を基に社会教育委員に意見等を
聴取した結果、社会教育委員の職務を生涯
学習審議会に取り入れるよう「町田市生涯学
習審議会条例」を改正し、「生涯学習」に関す
る第三者機関の機能を一元化しました。機能
の一元化にともない、社会教育委員の条例を
廃止しました。

社会教育委員
と生涯学習審
議会の統合

A

A:当初の
目標を大
幅に上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

統合をきっかけに、
学校を中心とした地
域の学びがより推
進できるよう、生涯
学習審議会での議
論を行います。

5 -
会議等の開催
方法及び資料
作成の見直し

会議等の開催にあたり、オンライン参加可能な形態
での実施や、使用する資料の作成方法等を見直
し、会議等の開催、資料作成等に係る事務量の削
減を図ります。

複合機印刷枚

44,257枚以内
41,072枚以内
（2022年度比
33%減）

※2022年度の
複合機印刷枚
数が確定した
ことにより、目
標値を修正し
ました。

○

会議等の開催にあたっては、オンラ
インでの参加可能な形態で実施し
ました。また、会議等で使用する資
料は、電子データにて共有をする
などし、複合機印刷枚数の削減を
図りました。このことにより、9月末時
点の複合機印刷枚数は19,541枚
（前年同月比37.8%減）となりまし
た。



順
位

進
捗
状
況

評
価

部課名 生涯学習部生涯学習センター

課の使命 学びに出会う機会と学習成果をいかす機会を提供するための中核施設を担います。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

①相模原・町田地域教育連携プ
ラットフォームの設立に向け関係機
関と調整を行いました。包括連携協
定を締結し、自治体会員として参加
しました。

②登録者向け指導力向上研修の
実施に向け、関係団体と調整を行
いました。

③ボランティアバンク紹介冊子の改
定に着手しました。

①地域教育連携プラット
フォームの2024年度事
業について検討します。

②登録者向け指導力向
上研修を実施するととも
に、運営ルールの見直し
を行います。

③紹介冊子を学校ボラ
ンティアコーディネー
ター等に配布し周知を進
めます。

①2023年9月、町田市と相模原市に所在する
大学等、自治体、商工会議所が参加する団
体「相模原・町田地域教育連携プラットフォー
ム」を設立し、協定を締結しました。また、庁内
に実施事業の要望調査を行い、児童・生徒を
対象とした地域での教育事業への講師派遣
や社会人を対象としたリカレント講座の実施な
どの要望をとりまとめました。その後、1月から
団体と調整を開始し、2024年度からの事業実
施に向けた準備を行いました。

②登録者向け指導力向上研修を3月に実施
するとともに、運用ルールについて、利用可
能団体を、従来の市民団体、サークル中心か
ら学習・教育事業を行う公的機関及び教育機
関の利用を念頭に対象の拡大を行いました。

③1月にボランティアバンク紹介冊子を改定
し、子ども向けの指導ができる登録者を確認し
やすいよう紙面を改め、2月から子どもセン
ターなどの子ども施設や学校ボランティアコー
ディネーター向けの周知を開始しました。

①連携開始

②再構築案の
策定

③実施

①設置連携開
始

※大学等との
調整により、事
業内容が確定
したため修正
しました。

②再構築案の
策定

③実施

○

3

個
別
計
画

学びの入口の
充実

2022年度に策定した「町田市生涯学習センター運
営見直し実行計画」に基づき、学びに出会う「きっ
かけづくり」に重点を置いた入門講座の充実をはか
ります。また、「市民大学」等の市民企画・参画型講
座を整理し、市民参画の仕組を整えるための検討
を行います。

講座事業の整理・体系
化

実施 ○

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

地域教育連携プ
ラットフォームの活
用及びボランティア
バンク制度の活性
化に向けた取組を
進めます。

2

個
別
計
画

生涯学習情報
のデジタル化
の推進と学習
相談体制の整
備

多様な主体が実施している生涯学習情報を一元化
し、学習相談で活用するため、データベース化に
取り組みます。また、学ぶ意欲のある市民や地域団
体の相談にきめ細かく対応し、学びにつながりやす
くするため、学習相談コーディネートチームの発足
に向けた検討を行います。

①データベースの構築

②学習相談コーディネー
トチームの導入に向けた
準備

①実施

②導入案の作
成

○

①データベースの構築に着手しま
した。

②学習相談コーディネートチーム
の導入案の作成に着手するととも
に、学習相談の試行を開始しまし
た。

①生涯学習情報のデー
タベース化を進めます。

②導入案を策定し、相談
体制を確立します。

①生涯学習情報のデータベース化を進め、
年間で約2,500件の情報を登録しました。他部
署他機関の学習情報も含めてデータベース
化したことにより、講座事業の整理・体系化の
基礎資料として活用できました。また、市民か
ら他の施設・機関が実施する学習事業につい
て問い合わせがあった際も、速やかに案内す
ることができ、市民サービスの向上につながり
ました。

②学習相談コーディネートチームの導入案を
策定し、12月から導入案に基づいた運用を試
行しました。年間で約20件の相談に対応し、
市内NPOが企画した「車いす街歩きベント」を
生涯学習センターとの共催で実施したり、学
生団体の相談に応じ活動場所を提案するな
ど市民の学習機会の充実につなげました。

①実施

②導入案の作
成

B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

構築したデータ
ベースの活用の仕
組み作りを行いま
す。

1

個
別
計
画

学びの循環と
ネットワークづ
くりの促進

市民の学習機会をより充実させるため、さがまちコ
ンソーシアムと連携し地域連携プラットフォームの
設置を進めます。新たな産学官の地域連携プラット
フォームとの連携を進めます。
また、学んだ成果を活かす機会を充実させるため、
生涯学習ボランティアバンクの利用促進策として、
登録者の指導力が向上するような研修を設けるな
ど、再構築に向けた検討を行います。さらに、コミュ
ニティスクールでの利用が進むよう、連携を強化し
ます。

※大学等との調整により、事業内容が確定したた
め修正しました。

①地域連携プラット
フォーム設置新たな地域
連携プラットフォームとの
連携

※大学等との調整によ
り、事業内容が確定した
ため修正しました。

②生涯学習ボランティア
バンクの再構築に向けた
検討

③学校ボランティアコー
ディネーターへの効果的
な周知の実施

B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

体系化した内容で
講座を実施し、効
果検証を行う必要
があります。

講座事業の整理・体系化に向け
て、生涯学習ニーズを把握すること
を目的とした町田ちょこっとアン
ケートを8月に実施し、290件の回答
を得ました。

上半期に実施した町田
ちょこっとアンケートの結
果等を踏まえて、講座事
業の整理・体系化を行い
ます。

より多くの市民の生涯学習ニーズを把握する
ことを目的として、上半期に実施した町田ちょ
こっとアンケートに加え、若者や生涯学習セン
ターの利用者を対象としたアンケートも実施
し、合計で449件の回答を得ました。アンケー
ト結果で得た市民ニーズを反映して、2024年
度に実施する新たな入門講座を企画しまし
た。
また、市民企画・参画型講座をはじめとする講
座事業については、アンケート結果等の市民
意見を踏まえ、講座事業の整理・体系化を
行った上で、仕組みの再構築に向けた検討を
行いました。

実施



順
位

進
捗
状
況

評
価

年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

引き続き、市民が利
用しやすくなるなる
よう、施設利用促進
のための検討を進
めます。

学習スペースとしての夜
間の視聴覚室開放及び
土日祝日の保育室開放
を正式実施します。

施設利用促進策を策定し、「土日祝日に保育
室を開放」、「学習スペースとして夜間に視聴
覚室を開放」、「個人学習や団体活動に利用
できるフリースペースの拡充」、「施設貸出利
用者限定であった館内フリーWi-Fiをフリース
ペース利用者にも開放」などを開始しました。
保育室開放は1日10名程度の利用がありまし
た。また、視聴覚室の開放及びフリースペー
スの拡充により若者の来館者が増えていま
す。新規の施設利用者のうち、特に若者の利
用者について、11月以降は月5件程度と増加
しました。施設利用促進策により、新たな利用
者を獲得し、施設利用の活性化に繋がりまし
た。

策定

4

重
点
事
業
プ
ラ
ン

新たな学びの
支援

新たに生じる社会的課題への対応を学ぶ講座や、
デジタル初心者向け体験講座を実施します。
地域に出向いて実施する講座を充実させます。

①学習成果を今後、活
かせる と答えた人の割
合

②「なんでもスマホ相談
室」を地域で実施した割
合

①72% 86%
※現状値が確
定したため修
正しました。

②20%

○

①7月末までに実施した、新たな社
会的課題を取り上げた講座やデジ
タル初心者向け体験講座のアン
ケートで、学習成果を今後活かせる
と答えた人の割合は85.1％でした。

②デジタル初心者向け体験講座と
して、9月までに「なんでもスマホ相
談室」を生涯学習センターで24回
実施するとともに、下半期から「なん
でもスマホ相談室」を地域で実施す
るために、実施回数等の調整を行
いました。

①新たな社会的課題を
取り上げた講座やデジタ
ル初心者向け体験講座
を引き続き実施します。

②「なんでもスマホ相談
室」を、生涯学習セン
ター及び地域で毎月3～
4回ずつ実施します。

①デジタル初心者向け体験講座として、「なん
でもスマホ相談室」を生涯学習センターで、全
47回実施しました。また、各市民センターへ出
向く「出張！なんでもスマホ相談室」を12回実
施し、合せて約650人が受講しました。
社会的課題への対応を学ぶ講座として、ス
マートフォンなどで起こる危険性をぶ学ぶICT
リテラシー講座を、デジタル関連事業者及び
町田警察署と連携し実施しました。
アンケートで、学習成果を今後活かせる と答
えた人の割合は88％でした。地域で実施した
際には、「生涯学習センターに行くのが大変
なので自宅近くで開催してくれて良かった」な
どの声が聞かれました。

②地域で実施した際「生涯学習センターに行
くのが大変なので自宅近くで開催してくれて
良かった」との声が聞かれました。

①88%

②20%
B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

引き続き、高齢者を
中心に、デジタル
デバイドに直面して
いる市民は多いこと
から、「なんでもスマ
ホ相談室」を多くの
地域で実施します。
並行して基本操作
を習得された方向
けに、LINEを活用
する講座など、応用
講座を実施する必
要があります。

運営手法の見
直し

効率的・効果的な運営を目指すため、「行政でなけ
れば担えない機能」と「民間のノウハウが活かせる
機能」を整理し、業務委託の範囲拡大に向けた検
討を行います。

新たな業務委託範囲の
決定と導入に向けた準
備

導入案の策定 △

2022年度に策定した「生涯学習セ
ンター運営見直し実行計画」に基
づき、事業の見直しに着手しました
が、導入事業の決定には至りませ
んでした。

5

個
別
計
画

学びの場の整
備

より多くの市民が利用しやすくなるよう、学習スペー
スや保育室の開放など、施設利用の促進策を検討
します。

施設利用促進策の策定 策定 ○

学習スペースとしての夜間の視聴
覚室開放及び土日祝日の保育室
開放について検討を進め、9月から
試行を始めました。

今後、業務委託範囲の
整理を進め、導入案を策
定します。

生涯学習センター全業務の分類、事務量の
算出、他市事例の調査を行い、民間活力の
導入対象となりうる分野の抽出を行いました。
これに基づき、新たな業務委託範囲の導入案
を策定しました。

導入案の策定 C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

導入に向け、先進
事例の調査や仕様
の策定など準備を
進めます。

6

経
営
改
革
プ
ラ

ン



順
位

進
捗
状
況

評
価

B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

2025年度の民設民
営化へ向け、運営
団体の体制を整え
ていきます。
また、公立図書館と
しての運営が終了
することに伴い、町
田市立図書館条例
の一部改正を行い
ます。

2

重
点
事
業
プ
ラ
ン

新たな
図書館様式の
推進

暮らしの中で本に触れる機会を増やすため、①「電
子書籍サービスの充実」と、②「予約受渡し場所の
拡充」を行います。

①年間貸出数

②予約受渡し場所の新
設

①33,000タイト
ル

②1箇所

○

①司書による選書を行い、毎月タイ
トルを追加しました。また、魅力的な
電子書籍を紹介する特集を月替わ
りで展開しました。また、南市民セ
ンターまつりなどで、電子書籍のPR
を行いました。
9月からは市立小・中学校の児童・
生徒に電子書籍サービスIDを付与
し、新たな読書の機会提供を行い
ました。これらの取り組みにより、保
有タイトル数は約4,600タイトル、貸
出数は約17,800タイトルとなってい
ます。

②5月23日から久美堂本町田店で
の予約資料受渡しサービスを開始
しました。これにより予約受渡し場
所は従来から1箇所増え、6箇所と
なりました。予約受渡し場所の利用
促進に向け、南市民センターまつり
にてPRを行いました。

①今後も電子書籍サー
ビスを充実させるため、
司書による選書を行い、
毎月タイトルを追加して
いきます。また、魅力的
な電子書籍を紹介する
特集は月替わりの展開を
継続していきます。また、
11月の「玉川学園コミュ
ニティセンターまつり」、
12月の「まちカフェ！」、3
月の「小山市民センター
まつり」等にて、PRを行
います。

②電子書籍のPRと併せ
て、市民センター等のイ
ベントにてPRを行いま
す。

①司書による選書を行いながら、毎月タイトル
を追加し、保有タイトルは約8,400タイトルとな
りました。
また、魅力的な電子書籍を紹介する特集を月
替わりで展開しました。
9月からは市立小・中学校の全児童・生徒に
電子書籍サービスIDを付与し、学校で使いや
すい同時使用が可能なコンテンツなどを揃
え、新たな読書機会の提供を行いました。
その他、以下9件のイベントで、PRを行いまし
た。
・「南市民センターまつり」
・「堺市民センタ－まつり」
・「成瀬コミュニティセンターまつり」
・「忠生市民センターまつり」
・「電子書籍サービス使い方講座」
・「玉川学園コミュニティセンターまつり」
・「まちカフェ！」
・「小山市民センターまつり」
・「木曽山崎コミュニティセンターまつり」
これらの取り組みにより、貸出数は約90,000タ
イトルとなりました。

②5月23日から久美堂本町田店での予約資
料受渡しサービスを開始しました。これにより
予約受渡し場所は1箇所増え、6箇所となりま
した。また、予約受渡し場所の利用促進に向
け、電子書籍と併せて、市民センター等のイ
ベントでPRを行いました。
これらの取り組みにより、全6箇所の予約受渡
し場所での貸出数は約67,700冊となり、前年
度比11.9％増となりました。

①90,000タイト
ル

②1箇所

B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

①利用状況を確認
しながら、特集によ
るPRを定期的に行
い魅力的なコンテ
ンツを追加していき
ます。

②市民にサービス
内容を広く周知す
るため、継続的な
PRを行います。

1

重
点
事
業
プ
ラ
ン

ワタシが主役
の図書館
づくり

目的や用事がなくても気軽に過ごせる地域の居場
所をつくることを目指し、鶴川図書館を地域と「共に
創り」「共に運営する」図書コミュニティ施設へと転
換するとともに、一部業務委託化を行います。

運営団体の設立及び業
務委託化

計画
類型

運営団体設立に向けて、鶴川地区
で読書普及や子どもの学習支援等
に取り組んでいる方々により、設立
準備会が立ち上がりました。4月か
ら定期的に会議を開催し、団体の
定款、事業計画、組織体制や施設
レイアウトなどの検討を進めていま
す。

10月に「図書コミュニティ
施設運営団体」を設立
し、施設レイアウトについ
て、10月のイベントで意
見収集をします。ここで
の意見を踏まえて、2～3
月中旬に施設改修を実
施します。また、運営団
体に委託の上、12月・3
月にコミュニティ機能の
強化を目的としたイベン
トを実施します。

①10月の「2023鶴川団地秋祭り」に出店し、模
型を用いながら、新たな施設の利用方法や過
ごし方、どのような活動をしたいかなど意見収
集をしました。ご意見を踏まえ、2月～3月に施
設改修を実施しました。
また、11月に図書コミュニティ施設の運営団体
である、「一般社団法人つるかわ図書コミュニ
ティ施設運営協議会」が設立され、3月には主
催イベントを実施し、運営団体としての業務を
開始しました。

②当初2026年度から民設民営化する予定で
したが、認知度向上、担い手の確保等の観点
から、スムーズな施設運営を実現するため民
設民営化の時期を2025年度に前倒ししまし
た。

①運営団体の
業務開始

②運営団体主
催イベントの
実施

①設立

②業務委託開
始

○

部課名 生涯学習部図書館

課の使命 誰もが、必要とする知識・情報等を容易に入手することができ、安心して過ごせる環境を提供することで、人と人とがつながりあい知的で心豊かな生活の実現に寄与します。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応



順
位

進
捗
状
況

評
価

計画
類型

年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

①効果検証を踏ま
えて、今後の運営
体制を検討します。

②印刷物の内容等
を精査して、削減に
つなげられた状況
を維持できるよう取
り組みを進めます。

4

個
別
計
画

第四次
町田市子ども
読書活動推進
計画の推進

「えいごのまちだ」事業を推進するため、①「外国語
の絵本・児童書の整備・活用」を進めます。また、②
「中高生など若い世代向けに、読書のきっかけとな
るイベント」を実施します。

①外国語の絵本・児童
書の貸出冊数

②18歳以下の方の利用
登録につながる事業数

①13,000冊

②5事業
○

①8月に英語多読講演会を開催し
ました。
また、特集コーナーの設置や英語
多読にも活用できる電子書籍
「Read　Along」や「MAGIC TREE
HOUSE」などを充実させ、PRを行
いました。
8月末時点の蔵書数は約6,900冊、
貸出冊数は約6,900冊です。

②中高生向けのグループ学習室と
して、集会室の開放を行う、「わい
わいキャレル」事業を実施していま
す。8月末時点で218名の利用があ
りました。また、中高生など若い世
代向けに、読書のきっかけとなるイ
ベントとして、以下の5事業を実施し
ました。
・「ちょっぴり図書館員になってみよ
う！」
・「一日図書館員」
・「Yシネマ」
・「まちクエ2023」
・「飛んで火にいる夏のボドゲin中
央図書館」

①11月に、「NPO多言語
多読シンポジウム」を行
います。シンポジウムで
は多読初心者向けの講
演会、関係団体による活
動報告を行います。

②中高生世代に向け
て、11月から「ひとこと
POPコンテスト」を実施し
ます。

①8月に英語多読を続けるためのポイントを学
べる、ステップアップ講座「もっと英語多読が
楽しくなる！」を開催し、11月に「第10回シン
ポジウム　「図書館多読への招待」in 町田」の
基調講演として英語多読初心者向けの講演
会を開催しました。シンポジウムでは図書館・
学校図書館の関係者による活動報告とワーク
ショップを行いました。
2月には親子向けの英語読み聞かせ体験講
座「子どもと一緒に英語絵本を読もう！」を行
いました。
蔵書数は約8,000冊、貸出冊数は約16,000冊
となりました。

②上半期に5事業（「ちょっぴり図書館員に
なってみよう！」、「一日図書館員」、「Yシネ
マ」、「まちクエ2023」、「飛んで火にいる夏の
ボドゲin中央図書館」）、下半期に1事業（「ひ
とことPOPコンテスト」）を行い、計6事業実施
することができました。
また、11月に中高生など若い世代へ向けたイ
ベントの企画・運営を行う、同世代のボラン
ティアグループ「図書館プランナー」が結成さ
れました。

①16,000冊

②6事業
B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

①電子書籍サービ
スでの活用も含め
て、引き続き英語多
読の周知を行って
いきます。また、保
護者や子どもに英
語絵本を読んでも
らえるような事業を
展開していきます。

②中高生など若い
世代自身がイベント
の企画・運営を行
う、同世代のボラン
ティアグループ「図
書館プランナー」が
結成されましたの
で、中高生など若
い世代向けのイベ
ントにつながるよう、
支援を行っていきま
す。

①2022年度の鶴川駅前図書館の
運営状況を総合的に評価するた
め、7月に「公の施設の指定管理者
管理運営状況評価結果（評価表）」
を作成しました。

②図書館だよりや行事案内等につ
いて、年間の総印刷数と郵送先の
確認、統合可否など状況の把握を
行いました。また、各印刷物の発行
回数や発行部数を見直し、前年同
期比42.7%削減となりました。他に
も、月ごとの郵送使用料（項目別）と
予算残額を職員に周知し、郵送料
削減のための意識向上に努めてい
ます。

①11月に図書館情報学
の学識経験者を臨時委
員に加えた評価委員会
にて、評価結果の検証を
受けます。委員会の結果
を踏まえて効果検証を行
います。
また、2023年度も図書館
全館で利用者アンケート
を実施します。

②引き続き各印刷物の
発行部数等を見直すとと
もに、統合の可否につい
て洗い出しを行います。
また、送付先も見直し、
印刷量及び郵送料の削
減につなげます。

①2022年度の鶴川駅前図書館の「公の施設
の指定管理者管理運営状況評価結果」を最
高評価の「S」として取りまとめ、9月に市のHP
に公表しました。11月に図書館情報学の学識
経験者を臨時委員に加えた評価委員会で、
評価結果の検証を受けました。
また、11月～12月に鶴川駅前図書館を含め
た全館で利用者アンケートを実施し、鶴川駅
前図書館の総合満足度は満足・やや満足を
合計して95.5％で、全館平均の94.8％を超え
ました。

制度導入の目的やねらいを十分に達成して
いることを踏まえて、効果検証の結果を取りま
とめました。

②印刷物については、「利用案内」などの配
布物の統合やカウンターに設置している配布
物の配布方法を見直し、印刷部数の削減を
行いました。
郵送料については、郵送物の精査や、メール
の利用を進めることによるハガキの削減等を
行い、郵送料を減らしました。

①実施

②印刷量
2021年度比
32.7％減
郵送料
2021年度比
5.5％減

3

個
別
計
画

持続可能な図
書館運営
の手法の構築

持続可能な図書館運営の手法の構築を目指し、①
「鶴川駅前図書館の指定管理者について効果検
証」と、②「効率的・効果的な事務の見直し」を行い
ます。

①効果検証の取りまとめ

②印刷量・郵送料

①実施

②2021年度比
減

○



順
位

進
捗
状
況

評
価

部課名 生涯学習部図書館町田市民文学館

課の使命 市民が文学に触れあうきっかけとなる「文学の扉」として、文学の力を市民に伝え、豊かな心を育む場所となります。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

①春季「今日マチ子展」、夏季「シ
ゲリカツヒコ展」の合計観覧者数は
14,530人となり目標の55.9%になりま
した。

②ショートショートの書き方講座を
小学校7件、中学校4件、高校2件
実施し、1,145人が参加しました。ま
た、ショートショートコンクールのPR
のため、和光大学ポプリホール鶴
川と中央図書館で出張展示を行い
ました。その他、芹ヶ谷公園で出張
おはなし会を実施し参加者は17人
となりました。合計15件のアウトリー
チ事業を実施しました。

③2022年のショートショートコンクー
ル表彰式の様子をまとめた動画2本
と遠藤周作生誕100年記念動画、
シゲリカツヒコ展の紹介動画を
YouTubeで公開しました。累計動画
up数は18件、再生回数は18,000回
で目標値に達しました。

①  秋は「遠藤周作生誕
100年記念展」、冬は「少
女たちのお手紙文化展」
の開催を予定しており、
年度目標の達成を目指
します。

② 玉川大学及び町田デ
ザイン＆建築専門学校と
協働で作成するガイド
ブックを使用した町田ゆ
かりの作家紹介など、引
き続き出張授業を実施し
ます。

③目標は達成しました
が、YouTubeの効果的な
活用を目指して更なる模
索をしていきます。

①目標値には届きませんでしたが、春季の
「今日マチ子展」と冬季の「少女たちのお手紙
文化展」は、2020年からのコロナ禍をきっかけ
とした社会性の高い展覧会として、夏季の「シ
ゲリカツヒコ展」は体感・体験をテーマにした絵
本展として、秋季の「遠藤周作展」は生誕100
年の記念展として、それぞれ特徴のある展覧
会を開催し、多くの観覧者を獲得することがで
きました。

②出張授業としては、ショートショートの書き方
講座を13件、町田総合高校や成瀬台中学校
でのキャリア教育の授業を2件、町田ゆかり作
家の紹介授業を2件実施しました。出張展示と
しては、和光大学ポプリホールと中央図書館
でのショートショートコンクールのPR展示に加
え、玉川学園コミュニティセンターでの遠藤展
PR展示を実施し、文学館の事業を多くの人に
知ってもらう機会となりました。

③遠藤周作生誕100年記念動画やショート
ショートコンクール受賞作品の朗読・講評動画
が高い再生回数となり、目標を達成しました。
今後も、YouTubeの効果的な活用を目指して
更なる模索をしていきます。

①21,843人

②20件

③18件、
20,132回

①26,000人
21,000人

②15件

③17件・17，
500回16,000
回（累計）

※2022年度の
実績値に従い
修正しました

◎ C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

コロナによる自粛、
制限は無くなりまし
たが、2020年からの
3年間で展覧会や
各事業に対する
ニーズは大きく変化
しました。デジタル
の世界が浸透して
いる一方で、その場
でしか体験すること
ができないリアルな
ものに触れる価値も
再認識されていま
す。デジタルを有効
に活用しながら、リ
アルなものに触れる
魅力や機会をより
大事にして事業を
進めていくことが必
要です。

2

個
別
計
画

つながることに
重きを置いた
事業の実施

新たな時代に求められる、地域や人とのつながりを
生み出す事業を実施します。地域との連携による
文学館まつりを実施するほか、昨年に続き玉川大
学との協働事業を実施します。また、学校や東京
町田・中ロータリークラブと連携をとりながら実施す
る「ことばらんどショートショートコンクール」など新た
なつながりを検討し実施します。

大学や地域協力者、事
業所等と連携して実施し
た事業数

6事業 ◎

上半期に連携事業、7事業を実施
しました。
・玉川大学及び町田デザイン＆建
築専門学校と連携し、中学生向け
文学ガイド作成に取り組みました。
・町田市文化芸術パートナーシップ
協定を締結する音楽座ミュージカ
ルと連携して、遠藤周作の代表作
「わたしが・棄てた・女」の朗読会を
実施しました。
・劇団民藝と連携し、2021年に発見
された遠藤周作の戯曲「善人たち」
に関する講演会を実施しました。
・町田総合高校と連携して、夏休み
の子ども向けイベントを3件実施しま
した。
・町田デザイン&建築専門学校と連
携して、ショートショートコンクール
2022受賞作品展を実施しました。
・文化振興課と連携して、芹ヶ谷公
園で出張おはなし会を開催しまし
た。
・市内の小・中・高校と連携し、
ショートショートコンクール2023を実
施しました。

遠藤周作生誕100年記
念事業の一つとして、桜
美林大学との共催で「合
唱物語 沈黙の声」を実
施します。また、鶴川地
区協議会と連携し、遠藤
周作の作品と人生を紹
介する講座を実施しま
す。

地元町内会・商店会との
共催で10月に「文学館ま
つり」を、3月に「文ッ字フ
リマ」を開催します。

16件の連携事業を実施しました。
・玉川大学及び町田デザイン＆建築専門学
校と連携した中学生向け文学ガイドの作成。
・町田市文化芸術パートナーシップ協定を締
結する音楽座ミュージカルと「わたしが・棄て
た・女」の朗読会。
・劇団民藝と2021年に発見された遠藤周作の
戯曲「善人たち」に関する講演会。
・町田総合高校と夏休み子ども向けイベント3
件。
・町田デザイン&建築専門学校とショート
ショートコンクール2022受賞作品展。
・文化振興課と芹ヶ谷公園のイベント2件。
・市内の小・中・高校や東京・町田中ロータ
リークラブとショートショートコンクール2023。
・桜美林大学と歌劇「合唱物語　沈黙の声」。
・鶴川地区協議会と「遠藤周作展」および「お
手紙文化展」に関する出張講座2件。
・国際版画美術館とチケットの相互割引、常設
展示室での遠藤展のPR展示。
・玉川学園コミュティセンターと遠藤展のPR展
示。
・町内会・商店会と実行委員会形式で「文学
館まつり」及び「文ッ字フリマ」。

16事業 B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

新たなつながりを模
索する一方で、築き
上げたつながりを保
ちながら各事業の
可能性を検討して
いく必要がありま
す。

1

個
別
計
画

新たな時代に
対応した「文
学の扉」事業
の推進

春に開催する、漫画家の今日マチ子が緊急事態
宣言以降の日常を描いた「わたしの#stayhome 日
記　2020-2023」展をはじめ、「ことば」や「文学」を
柱とした展覧会を4回実施します。デジタル化の推
進やアウトリーチ等、新たな時代に対応した手法を
検討しながら、ことばや文学に関する事業を行いま
す。また、小・中学校への出張授業を行い文学に
触れあう機会をつくり出します。

①展覧会観覧者数

②アウトリーチ事業件数

③YouTube動画up数及
び再生回数（累計）



順
位

進
捗
状
況

評
価

年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

前例踏襲ではなく、
見直しの意識を常
に持つ必要がありま
す。今後も適切な
温度管理に努め、
消費電力の削減に
努めます。

9月末または10月頃に標
準設定に戻し、11月頃に
は-2℃に設定する予定
です。

貴重資料保存庫・収蔵庫の温度について、
22℃を標準値として外気の温度を考慮しつ
つ、夏季は＋2℃、冬季は－2℃に設定しまし
た。収蔵品について特に損傷はなく、2022年
度と比較した使用料の減少率は4％でした。

実施・検証の
完了

3

個
別
計
画

中高生から20
代の若い世代
を対象とした
事業の充実

小・中・高校生を対象に「ことばらんどショートショー
トコンクール」を実施します。また、受賞作品への審
査員の講評をYouTubeで公開して更なる応募につ
なげる等、小学生から高校生までが幅広く応募して
もらえるような効果的なPR方法を検討します。

ショートショートコンクー
ル応募件数

1,000件 ○ C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

さらに多くの方から
ご応募いただくため
に、より効果的なPR
方法について検討
する必要がありま
す。

4 -

シティプロ
モーションの
ための情報発
信の充実

SNSを多用する若い世代に文学館を知ってもらえる
よう、TwitterとInstagramによる情報発信を行いま
す。また、広報課と連携して町田市のシティプロ
モーションにつながるPR活動を行います。

Instagramの投稿数 60件 ○
Instagramの投稿数は52件で目標
の87.5％に達しました。フォロワー
数は460人です。

引き続き、SNSを中心に
広報課と連携して情報発
信を続け、フォロワーの
獲得に努めていきます。

展覧会情報を中心に積極的に情報発信に努
め、目標を達成しました。フォロワー数は484
人です。

74件 B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

それぞれのメディア
の特徴を理解した
情報発信が必要で
す。関心をつなぎと
められるよう、継続
的に発信するととも
に、内容の充実を
図ります。

チラシや2022年度受賞作品集の配
布、出張授業や出張展示の実施に
よりコンクールの周知を行いまし
た。また、2022年度の表彰式の様
子をまとめた動画2本をYouTubeで
公開しました。その結果、コンクー
ルへの応募数は1,002件となりまし
た。

応募作品の審査を行
い、受賞者を決定しま
す。1月下旬に受賞者の
表彰式を行います。

学校への積極的なPRにより、多くの学校で出
張授業や夏休みの課題として活用されまし
た。その結果、応募数が過去最高の1,002件
となりました。

1,002件

遠藤周作生誕
100年記念事
業の実施

①秋に開催する遠藤周作展を中心に、小説家・遠
藤周作や作品の魅力を感じてもらうための関連事
業を実施します。また、芹ヶ谷公園“芸術の杜”
パークミュージアムなど、近隣の施設と連携した事
業を実施します。
②事業の実施に際し、助成金申請や企業の協力を
仰ぐなど、新たな財源の確保に努めます。

①記念事業の実施

②財源の拡充

①展覧会1件
関連事業5件

②新たな財源
確保1件/年

△

①展覧会に先立ち遠藤周作生誕
100年記念イベントとして、講演会
や朗読会などの関連事業を4件実
施しました。また、記念動画を作成
しYouTubeなどで配信しました。

②「生誕100年 遠藤周作展」開催
に際し、芸術文化振興基金の助成
金申請をしましたが、獲得すること
ができませんでした。

5 - 業務の効率化

町田市第5次環境配慮行動計画に基づき消費電
力の削減に努めます。貴重資料保存庫、収蔵庫の
温度を、現状から夏季は+2℃、冬季は-2℃に設定
することで消費電力の削減効果を検証します。

消費電力の削減
実施・検証
（夏季+2℃/冬
季-2℃）

○

外気の温度を考慮して、5月に貴重
資料保存庫・収蔵庫の温度を＋
2℃に設定しています。
4月から9月までの使用量は2022年
度と比較して約7％減少しました。

①10月21日から「遠藤周
作生誕100年記念展」を
開催し、関連事業を実施
します。

②桜美林大学と共催す
ることにより、市費負担な
しで歌劇「合唱物語 沈
黙の声」を実施します。
各種助成金について
は、2024年度申請に向
けて研究を進めます。

①遠藤周作の生誕100年を記念して展覧会を
実施したほか、近隣の施設と連携した講演会
や朗読会などのイベントを17件、動画配信１
件を実施し、遠藤周作や作品の魅力を市内
外に広くPRすることができました。

②芸術文化振興基金の助成金を申請しまし
たが獲得することができませんでした。しかし、
桜美林大学との共催により市費負担なしで歌
劇「合唱物語 沈黙の声」を実施しました。

①展覧会1件
関連事業17件

②新たな財源
確保1件

B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

幅広く助成金の内
容を研究し、申請
する必要がありま
す。
また、文学館の強
みを発揮できる企
業・団体との協働に
よる事業の拡充を
進めます。
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個
別
計
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